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2023 年 2 月 1 日・2 日、プノンペン州教育局大会議室で、州内の小学校 39 校（約 800 名）の教員を対象に、健康教育セッ

ションを実施しました。女性教員 560 名（全対象の 73％）および男性教員 42 名の参加がありました。 

 

各セッションは、教育局長と保健省事務次官補の挨拶の後、SCGO（カンボジア産婦人科学会）中堅医師による講義（30

分）、休憩（20 分）、⼩グループワーク（30 分）、質疑応答（20 分）の順に行われ、2 日間で計４回実施しました。講義では、

カンボジアにおける子宮頸がんの現状、小学校教員の子宮頸がんに関する意識調査の結果、女性器の解剖、子宮頸がん

の原因（HPV とは）、予防方法（ワクチン接種と検診）、検診の詳細（対象者、受診間隔、検査陰性・陽性の意味）、治療につ

いて説明しました。質疑応答では、予防法を中心に多岐に渡る質問が挙げられ、鋭い質問やカンボジアらしいものも多くあ

りました（表 1）。プノンペン州教育局職員が総合司会やグループ分けなど全面的に協力してくれたため、各セッションともス

ムーズに終えることができました。また、JICA カンボジア事務所職員も見学に来られ、健康教育の様子は Facebook を通じ

てクメール語で紹介されました。 

 

終了後、SCGO 健康教育チームとのレビュー会議を行い、次回５月頃に予定する健康教育実施に向けた改善点を整理しま

した。多くの女性の検診機会につなげられるよう、活動を進めていきます。 

(国立国際医療研究センター 神田 未和) 

 

健康教育 質疑応答 小グループディスカッション 

https://www.facebook.com/JICACambodia/posts/pfbid02TSBoMhNM6EMbuepbWNAcfpUQmHeKs574Hybqtf356z5p3ykApp2QzuN9ePwkX98Pl?notif_id=1675649014547281&notif_t=feedback_reaction_generic&ref=notif
https://www.facebook.com/JICACambodia/posts/pfbid02TSBoMhNM6EMbuepbWNAcfpUQmHeKs574Hybqtf356z5p3ykApp2QzuN9ePwkX98Pl?notif_id=1675649014547281&notif_t=feedback_reaction_generic&ref=notif
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表１. 質疑応答で挙げられた質問のまとめ 
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 2022 年 5 月より、本事業計画における活動の１つ 「カンボジア産婦人科学会のトレーナー能力強化」を目的として、JSOG

幹事医師メンバーが、日本産科婦人科学会の産婦人科診療ガイドライン＜婦人科外来編 2020＞のクリニカルクエスチョン

に沿ったレクチャー企画を定期的に実施しています。 

 

2 月 18 日、「妊孕性温存の希望・必要がある場合の子宮筋腫の取り扱い」（CQ216）を テーマに、第 4 回セッションが開催さ

れ、山口建医師（京都大学）、古宇家正医師（広島大学）、井平圭医師（北海道大学）がレクチャーを担当しました。カンボジア

人医師約 80 名の参加があり、筋腫核出術の動画供覧後、質疑応答では GnRH アゴニストの使用回数やレボノルゲストレル

放出子宮内システムの効果など多くの質問が挙がりました。幹事医師が各々の勤務施設での状況を回答することで、日本

国内では診療が標準化されていることが伝わったようです。カンボジアでも学会を中心に指針策定が進むことを期待したい

です。 

(国立国際医療研究センター 春山 怜) 

カンボジアは、Gavi ワクチンアライアンス（予防接種の導入・普及を目的とする官民パートナーシップ）の支援

対象国であり、この国際機関を通じて HPV ワクチンの導入が予定されています。2017 年にシェムリアップ州

とスバイリエン州の一部地域でパイロットが行われましたが、その後は世界的な HPV ワクチン不足と新型コ

ロナ流行の影響で、導入が延期されてきました。近年 HPV ワクチンの需給バランスが改善傾向にあること、

また新型コロナに伴う国内の各種制限が撤廃されたことから、2023 年中旬以降に定期接種化の方針が示さ

れました。9 歳女子を対象に、2 価ワクチンの 1 回接種(※)が予定されています。小学校での集団接種であ

り、プノンペン市内では本事業のポジティブな影響が期待されます。 

 

※2022 年 12 月に WHO の HPV ワクチンに関するポジションペーパーが改定され、接種回数の推奨が、「9-20 歳では 1 回ま

たは 2 回、21 歳以上は 2 回」となりました。複数の研究結果から、1 回接種は 2 回接種と同等の効果・持続性を有することが

分かりつつあり、プログラム実施上の利点が大きく、より効率的に接種率の向上が期待できるとしての判断です。イギリス、オ

ーストラリア、メキシコなどの国々が、1 回接種に切り替え済または予定しています。 

最左列中段：山口健医師（京都大学）、 最左列下段：井平圭医師（北海道大学）、 左から 3 列目中段：古宇家正医師（広島大学） 

https://www.who.int/publications/i/item/who-wer9750-645-672

